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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
事務職員用PC導入に関わって
　先日、事務職員用PCの納品・設定作業について、受注業者さんからＦＡＸが届きましたね。待望（？）の事務用PCが導入されるわけですが、このことに関わって問い合わせがあります。

備品台帳システムをどうするのか・・・

　今年市内に転入された皆さんのためにおさらいをしておきます。石狩市の備品台帳は「マイクロソフトアクセス」というデータベースソフトを使って運用されています。したがって、このソフトを新しいPCにインストールして「備品台帳システム」と「データベースファイル」をコピーしなければなりません。しかし、「備品台帳システム」が市教委で作成されてから１０年近くがたち、システムの不具合などもからんで、各学校のシステム利用状況には統一性が無くなっています。連携会議では、一昨年、各学校のシステム運用状況を調査・公表し市事協を通して市教委と協議の場を設けましたが、そのときの議論では、「当面、マイクロソフトエクセルにデータを移し替えて管理する方向で検討をすすめる」という段階まで話が進んだと理解しています。
　さて、そこで今回のPC入れ替えに立ち戻ってみて、ケース毎に整理をしてみました。

①新しいPCでこれまで同様「アクセス」で備品管理を行う場合。

　この場合は、学校配分予算等でマイクロソフトアクセスを購入・インストールし、さらに「備品台帳システム」と「データベースファイル」をコピーする。その作業が済めば、古いPCの備品管理の役割は終了します。ただし、「備品台帳システム」が最新のPCシステムで正常に作動するかどうか保証されません。
②新しいＰＣでは、「エクセル」で備品管理を行う場合。

　この場合は、現在のシステムにおいて、エクセルファイルへのデータの書き出しを行います。連携事務局としてはこの方法をおすすめしますので、後日手順書を作成して配布したいと思います。この場合、古いPCはしばらく置いたままにしてもらうことになり、廃棄は来春の電気製品廃棄（市教委がとりまとめします）時に廃棄処理することができます。

③古いPCを粘って使い続ける。

　これも一つの方法かとは思いますが、市内である程度の統一性があった方が、何かと便利でしょう。ですから、できるだけ早くエクセルへの移行をおすすめします。
　なお、市教委からは度々「道教委のシステムへの参加」が聞こえてきますが、かえって面倒になると私は予想します。そして何より、現場の意見を聞かずに決定されるのは困ります。
関連資料お読みください。
連携会議HP「白書・提言のページ　No８　備品台帳システムの使用状況について」
さて、以上のような経過と情勢ですので、各学校の意向を取りまとめておきたいと思います。取りまとめ方法は至って簡単で、下記のシートに記入して事務局まで返信してください。

備品台帳システムへの新PCへの意向についてどうしますか？該当に○をお願いします。

【学校名　　　　　　　　　　　　　】

（　）①新しいPCでこれまで同様「アクセス」で備品管理を行う。

（　）②新しいＰＣでは、「エクセル」で備品管理を行う。
　　　この場合、エクセルへのデータ書き出しは

　　　（　）自分または校内の者で出来る。

　　　（　）自分では出来ないので手順書がほしい。
（　）③古いPCを粘って使い続ける。
（　）④その他（質問でもかまいません）
	


送信先　樽川中学校連携事務局　常陸　宛

FAX　７４－２３６２　　TEL　７４－２３５２　　メールでの送信もOKです。




























